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サイエンス＆テクノロジー 検索検索サイトで

■ 早期申込み割引価格 ■
発刊日申込み受付分まで早期申込み割引を実施しているケースがございます。
価格や時期は書籍によって異りますので、各書籍のウェブサイトにてご確認ください。  
■ E-Mail案内登録価格 ■
弊社の「E-Mail案内登録」（無料）をされた場合、E-Mail案内登録価格（5％割引）になります。
• 割引適用外の書籍がございます。
• 初めてのお申込み時から適用されます。事前に登録の必要はございません。何度でもご利用いただけます。
その他、特別割引が適用される書籍もございますので、弊社ウェブサイトをご覧ください。

インターネットをご利用の場合、弊社ウェブサイト https://www.science-t.com/ からお申込みください。
FAXをご利用の場合、書籍申込書（次ページ）に必要事項をご記入のうえ、
FAX：03-5733-4187 までお申込みください。
• お申込み後、3営業日以内に書籍を宅急便にてお送りいたします。また、請求書（クレジットカード決済の場合は領収書）は、
S&T会員マイページにて発行いたします（PDF）。発行手続き完了次第、E-mailにてご連絡いたしますので、その後ダウン
ロードください。
　※未発刊書籍につきましては、発刊後に納品書とともに宅配便にてお送りいたします。また、請求書（クレジットカード決済
　　の場合は領収書）につきましては、お申込み後、3営業日以内にS&T会員マイページにて発行いたします（PDF）。
　　発行手続き完了次第、E-mailにてご連絡いたしますので、その後ダウンロードください。
　※送料は一部の商品を除き、弊社にて負担いたします（海外への発送を除く）。
　※在庫切れ、他社書籍などで発送が遅れる場合があります。
• お申込みされてから7日間（土日、祝日を除く）が経っても書籍が届かない、もしくは、請求書発行（クレジットカード決済の
場合は領収書）に関するメールが届かない場合は、TEL：03-5733-4188までご一報ください。

• お支払いは銀行振込、またはクレジットカード決済にてお願いいたします。
• 銀行振込手数料はお客様がご負担ください。
• 原則としてご入金は、請求書記載の請求日より1か月以内にお願いいたします。やむなく1か月以降にご入金の
場合は、予定日をご記入ください。
• 原則として銀行振込の場合、領収証の発行はいたしません。
• クレジットカード決済は、Visa、MasterCard、JCB、AMEX、Dinersのほか、日本国内の各種クレジートカード
会社発行のクレジットカードに対応しております。その他、利用できるクレジットカード会社は、
https://www.gmo-pg.com/service/mulpay/credit-card/ をご参照ください。
• クレジットカード払いの場合、カードは購入者本人の名義に限ります。

ご記入いただいた個人情報は、事務連絡・発送の他、情報案内等に使用いたします。
詳しくは弊社ウェブサイトをご覧ください。

• 商品到着後、8日以内に弊社へご連絡およびご発送いただければクーリングオフを適用いたします。
（返品商品の到着は8日目以降でも結構です。）なお、クレジットカード払いで購入された場合は、その旨ご連絡の際に
お伝えください。
• 返品の送料はお客様がご負担ください。
• お客様の不注意で、キズ・汚れ・折れなどがついた書籍のクーリングオフはお受けいたしかねます。
• ebookおよび製本版＋ebookセットの商品のクーリングオフは、https://www.science-t.com/ebookentryguide/ 
をご覧ください。



サイエンス＆テクノロジー株式会社　
TEL 03-5733-4188　FAX 03-5733-4187
〒105-0013　
東京都港区浜松町1-2-12 浜松町Ｆ-1ビル7Ｆ
https://www.science-t.com 

●お申込み後、書籍、納品書を宅急便にてお送りいたします。別途、請求書は、S&T会員マイページにて発行いたします（PDFデータ）。
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M082（プラリサイクル）で検索
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ポリイミドに関する基礎的な知識から高性能化・機能化に向けたポイントを解説！
多様なモノマー・重合方法、構造設計による機能化技術の詳細
可溶化／熱可塑性／熱硬化性／耐宇宙線／断熱性／熱伝導性／低誘電率／5G対応／透明性／屈折率の
制御／液晶配向性

～ポリイミド固有の構造と特性理解からの指針～

M064（ポリイミド）で検索

短時間で硬化し、省エネルギー性や溶剤フリーなど、環境保全の観点からますます注目されるUV硬化技
術。この技術は、多くの要素技術から成り立ち、様々な利用用途・産業へ急速に広がっているため、技術全
般を俯瞰することが難しい状況にあります。そこで、本書ではUV硬化技術の要素技術から各種用途への応
用まで、基礎から最新の開発動向・事例を豊富に掲載しております。

〇材料・硬化技術・装置・評価など、高性能・高品質な硬化物を得るための要素技術
〇コーティング・インク・接着剤・ナノインプリント・3Dプリンタ等の応用技術動向

M074（UV硬化樹脂）で検索

リサイクル工程全般や世界動向などの総説から、各個別技術（常圧溶解、亜臨界・超臨界流体、マイクロ
波、樹脂の識別・分析、CFRP/GFRP等複合材料からの樹脂の分離・回収、パルスパワーによる樹脂表面か
らの金属被膜剥離技術など）まで幅広い情報を解説。M076（樹脂リサイクル）で検索

〇マテリアルリサイクルの実工程・ケミカルリサイクルの世界動向
〇熱硬化性プラ・熱可塑性プラの各種リサイクル技術

従来のプラスチックと複合化して石油由来プラの使用量を低減できるバイオマス複合材料、生分解性プラ、
バイオマスプラ、これらの成形加工技術について様々な開発例をまとめました。また、ポリ乳酸のリサイクル
や汎用樹脂の精密熱分解による油化、容リ樹脂のアップグレードリサイクル、多層フィルムの再利用に役立
つ改質剤などを解説しています。

M075（環境配慮型プラスチック）で検索

〇生分解・海洋生分解・バイオマスプラスチック、リサイクル技術の開発動向

ebook対応
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熱伝導性組成物設計の基本的な考え方、多くの方に見られる勘違いの修正、熱伝導配合材料の選定眼養
成、熱伝導率計測の難しさと真実、ベテランほど陥る組成物設計の落とし穴、特性は業界最高なのに売れな
いのはなぜだろう等、業界の本質をつく解説内容を収録。まさに目からウロコの一冊です。

～熱伝導性組成物の世界の核心にせまる人気セミナーの講演録～

M008（熱伝導）で検索

第1章では「衝撃工学の基礎理論」として、破壊要因＆衝撃現象の理解のための解説を、第2章では「樹脂材料の
ぜい性破壊（衝撃破壊）の機構とタフニング化」として、タフニング化の具体的手法と必要条件を解説します。第3章
では様 な々材料系・ポリマーでの耐衝撃性向上の研究・開発例を紹介します。

～誤解が多い衝突・落下などの衝撃現象を正しく理解し、
　不良・欠陥を出さないための実用強度設計へ～

M036（耐衝撃性樹脂）で検索

耐熱性、熱伝導性、絶縁性、耐水性、耐食性、難燃性、透明性、屈折率、強靭性、接着性などの特性向上、
機能の複合化のほか、硬化不良対策、劣化対策と寿命予測、植物由来化など広範に解説します。

～用途の広いエポキシ樹脂のさらなる機能向上に向けた材料技術を解説～

M029（エポキシ樹脂）で検索

TPEの技術・応用動向を解説し、世界のTPE業界の現状を速習できる。さらに「需要が高まっている素材」
や「今後の成長が見込まれる加工方法」など、随所で今後の展望・考察を解説。高分子材料メーカ、加工
メーカ、TPEユーザ企業の方の情報収集に役立つ一冊。

～自動車内装材・医療機器・建材分野などにおける
　材料への要求・ニーズのトレンドとTPE技術・採用動向をこの一冊で速習！～

M063（熱可塑性エラストマー）で検索
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二軸押出機を構成する各機構・部品の役割、各種ミキシングエレメントの特徴と性能、スクリュ設計の考え
方、押出機内の材料の挙動と解析方法、良い分散への混練技術、スケールアップに際し高い精度で分散品
質を予測する方法、各種不具合対策、ナノコン・アロイ、伸長流動分散など先端応用技術まで解説。

～二軸押出機の技術をとことん追求・理解できる、ユーザ技術者に贈るバイブル～

M034（二軸押出機）で検索

豊富な実務経験を持ち、現在は多くの企業の技術指導にあたっている西澤氏を著者に迎え、その経験を元
にした現場で役立つ技術情報をまとめました。理論と具体的な製造技術の両面から解説している点、解説
対象にゴム材料も含めている点が本書の特徴です。

プラスチックス・エラストマー・ゴムを対象に基礎から生産性・品質向上のための
具体的な技術を解説  ～各種トラブル対策と理解を助けるQ&A付き～

M051（押出成形）で検索

潤滑剤ユーザの方に：より良い潤滑効果を得るために、本書では成分と性能の関係や試験法、成分の分析
方法を詳述し、最適な選定・使用方法の理解に繋げます。
潤滑油・グリース開発者の方に：潤滑剤や添加剤の種類、組成といった基礎的な内容から、より高度な
R&Dに役立つ情報として、成分分離・分析方法の重要性とその応用事例をデータを交え詳述します。

～燃料油・潤滑剤の“基本のキ”から、高度な研究開発に役立つ技術情報を解説～

M027（潤滑油）で検索

次世代自動車、住宅、断熱材料、遮熱材料・遮熱技術、カーボンナノチューブ、自動車用熱交換器、熱電変
換材料、パワー半導体など“サーマルマネジメント材料”にフォーカスを当てた一冊。材料のトレンドだけで
なく、材料の役割、特徴、機能を正しく評価し、理解できる内容を盛り込んでいます。

～自動車・住宅での熱マネジメントから、断熱材・遮熱材・熱伝導・排熱利用技術まで～
～「熱」に関わる課題を、製品開発・材料技術で対処する！～

M055（サーマル）で検索
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M072（金属ナノ粒子）で検索

〇低コスト、低環境負荷、還元剤・安定剤・後処理不要など特徴ある各種合成法
〇粒径・配列状態・形状・構造の制御のためのプロセス検討とナノ粒子特性
〇導電・電子材料用ナノ粒子の合成、インク・ペースト開発とその応用
〇触媒、プラズモニクス、磁性の利用、ナノめっき等、金属ナノ粒子の応用例
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本書は、分散実験をする研究者・配合設計者の方、分散剤そのもの構造と役割の理解、選定の方法を模索
されている方々を対象として記述しています。分散に関する理論を説明するのではなく現象の理解と分散不
具合に対して分散剤を中心に解決の糸口を提示するものです。いくつかの事例を通じて、分散配合の考え方
を深めることを狙いとしています。

～粒子分散の安定化・コントロールと評価、事例もあり!～

M011（分散剤）で検索

重合反応の基礎から、分散安定剤（懸濁安定剤）と重合開始剤の使いこなし、攪拌・重合反応操作・装置の
最適化、不具合対策、スケールアップまでの要素技術を解説。さらにマイクロカプセル、異相構造粒子、異形
粒子などの特異な機能を持つ先端材料粒子の開発例、調製レシピ例も紹介。

～求めるポリマー粒子を得るための重合処方・反応操作・装置設計のポイント～

M019（懸濁重合）で検索

分散・凝集状態および分散安定性の評価の実務として、レーザー回折・散乱法、動的光散乱法、コールター
カウンター法、沈降分析法、超音波減衰分光法、顕微鏡・レーザー・ドップラー式電気泳動法、超音波法、
ESA法、粘度・動的粘弾性測定、沈降静水圧法を解説。粒子/溶媒界面特性評価の実務として、電位差滴定
法、パルスNMR法、濡れ性評価、磁化率測定法を解説します。

～各種スラリーの開発・製造プロセス検討や品質保証のための
　　　　　　　　　　　　　評価法・測定時の留意点・データの解釈等を解説～

M025（スラリー評価）で検索

顔料をいかにうまく分散（配向）させるかだけではなく、どんな色が魅力的か、好ましく思われるかも考える
一冊。顔料関連技術がもたらす感性価値を「意匠性」ととらえ、外観的な美や使用者への快をもたらす製品
開発を助長するための関連技術情報を掲載。

消費者を魅了する色、感性価値を生む製品開発へ
発色メカニズム、分散性・意匠性向上技術事例、色の感じ方と心理効果

M070（顔料）で検索
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1～5章ではシランカップリング剤活用のための基盤技術情報として、シランカップリング剤の構造と反応機
構、選択基準、効果的な使用方法の考え方、反応・処理効果の分析方法などを解説します。6～8章では、
処理事例としてフィラー分散、各種基材の表面処理、ゴムのシラン架橋などを、9章ではPOSSの応用につい
て解説します。

～選択基準と効果的な処理法、反応の制御と分析
　　　　　　　　　　　　　　フィラーの表面処理、接着性改善、POSS応用など～

M060（シランカップリング剤） で検索

デジタル印刷市場の成長とともにIJ応用製品も増加しています。本書では著者の目を通して見て選んだ特徴
あるIJインク技術・印刷技術について、発明文書の引用、製品開発例を通して解説。技術発表・発明・プロト
タイプに終わった技術についても詳しく触れています。インクとプリンタの関係、トラブル現象と解決法、IJ印
刷の応用拡大の経緯などにも幅広く触れ、本業界の研究開発者のバイブルとなっています。

～3年の歳月をかけて編んだフルカラー900頁超の大作～

M047（IJインク）で検索

業務で「色」を扱うようになり、まずは基礎から学ぼうとお考えの方にも、色彩管理ソフトに任せきりな部分
を自身の知識として蓄えたり、実際に合わせた条件設定をできるようになりたい方にも、業種、分野を問わ
ず、広くおすすめしたい一冊です。

色の定量的表現を習得：表色系、測色技術、色差式および色の評価方法
《色そのものや、色による品質/特性の管理と評価に関する業務のための基礎知識》

EB040a（色測定と色彩管理）で検索

ebook対応

溶剤型塗料からの置き換えが加速する水性塗料の技術（高機能化、塗装性向上、水溶媒の問題と解決法、
塗料用樹脂の水性化他）や回収粉の再利用、耐久性に優れた塗膜形成を叶える粉体塗料技術、VOCとCO2
排出量の削減を叶える塗装プロセス、廃棄量・コストの削減や環境対応など、幅広く解説します。

〇環境負荷低減に貢献する、塗料設計／塗装技術開発と研究動向
〇VOC／CO2排出量削減、塗料・塗装系廃棄物の適切処理と減量、天然由来成分利用

M073（環境対応塗料）で検索
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－基礎から学ぶ、レオロジーの徹底解釈－　【図表に親切な解説付】

M030（レオロジー）で検索

本書は、好評を博した著者のセミナーの内容がベースとなった講演録のため、セミナーを聞いているような感
覚で読み進めることができ、とっつきにくいレオロジーという学問を楽しく学んでいただけるようにユニークな
話題も豊富に盛り込んでいます。著者はレオロジー学会の他、日本化学会のコロイドおよび界面化学部会、感
触とレオロジーを結びつけるサイコレオロジー研究会、希薄溶液で起こるレオロジー現象を対象にした希薄
溶液の流動学研究会にも参画し、その経験から幅広い観点からの解説を可能としています。

～製品の更なる軽量小型化・高気密化・接合強度向上を叶える接着・接合技術～

M040（異種材接着・接合技術）で検索

「用いる材料種が定まっている」「乾式処理（または湿式処理）のみに限定する」「接着・接合に要する時間
が大凡決まっている」「製品の気密性を重視しなければいけない」等、様々な "諸条件" をクリアする、異種
材接着・接合技術情報が満載の一冊。また、接合特性に影響する因子と分析評価例＆自動車・航空機・鉄
道車両・実装系での接合技術動向も掲載しています。

1章は各成膜手法の利点と欠点を整理・比較し、プラズマCVDの利用価値を再確認します。2章はPCVDプ
ロセスの物理的側面を、3章は化学工学的側面を、4章では最終的な膜構造に直結する表面反応の機構が解
説されています。5章ではa-Si:H系膜を堆積する場合を例に成膜時に考慮すべき事柄を、6章では成膜プロ
セス最適化への影響因子に関する知見を、様々な材料系での事例をもとに解説します。

～「所望の薄膜」を形成するプラズマCVDプロセスの確立に向けて～

M044（プラズマCVD）で検索
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～152個の図表で読み解く様々な欠陥発生の原因解明と対処法～

M023（ダイ塗布）で検索

塗布欠陥に対し、その原因を理解せずに対症療法的な対処をすることは避けるべきと著者は説きます。そこ
で本書では40年間塗布の研究と実務に従事した著者が、理論とその検証から導き出した「欠陥の発生メカ
ニズム・原因」の考察とそれに基づいた対策法を、豊富な図表と分かりやすい式で解説します。

簡便に処理できる／効果の持続性・寿命が長い／基材との密着性が高い／自己修復性がある／耐薬品性や
経時安定性に優れる／様々な形状の基材へ適用が可能など、実用性に優れた超親水・親油性処理技術の開
発例、基材適用例を解説。また“超”親・撥液表面に対応する新しい濡れ性評価装置も解説。

～防汚・防曇・反射防止・接着性向上・塗膜の濡れ向上・低摩擦・潤滑性・冷却など～
　機能的な表面を得るための表面処理プロセス・材料を解説

M045（超親水・親油性表面）で検索

水に加え油・有機液体のような低表面張力液体に対し超撥液性を発現するさまざまな表面処理技術の研
究・開発事例を豊富に解説。先端的な研究開発例およびそれらの表面構造と機能発現のメカニズムを解説
します。

～実用的な超撥液表面の実現を目指して～
～高耐久、簡便・高生産性、液滴除去性など機能的な表面処理技術の最前線～

M071（滑液性表面2）で検索

ebook対応
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～高温動作・SiCデバイスに対応する構成材料と
　　　　　　　　　　アッセンブリ技術・モジュール構造～

M086（パワーモジュール）で検索
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～CMP技術・プロセスの概要理解から、多様な要求事項に応える
　装置・スラリー・パッド・計測・評価・新規プロセス等、要素技術の進展～

M083（CMP）で検索
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M078（高周波対応基板）で検索

〇半導体デバイスの更なる微細化・高性能化を成し遂げるためのキーテクノロジー
〇洗浄・クリーン化・汚染制御技術と表面分析・評価手法、最先端の装置開発動向

M079（半導体洗浄）で検索
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FPCの市場動向と材料/製造技術動向をキャッチ！
　〇【初学者にもオススメ】基本的な材料・製造技術を解説！
　〇高機能化FPCに向けた技術を解説！
　〇FPC業界について知りたい！
　〇最新スマートフォンのトレンドが知りたい！

～多層化・微細化・高密度化・耐折性・高周波対応～
～スマートフォン分解から見るFPCの変遷～

M062（FPC）で検索

封止材料・原料メーカ、封止材料製造装置・封止プロセス装置メーカ
封止材料ユーザー企業、新規参入検討企業の開発・製造技術担当の方へ
具体的・実務的な技術情報とともに、封止材料のこれまでとこれからを詳述したバイブルです

～基本組成から製造・評価・配合設計技術・今後の先端開発指針まで～

M059（半導体封止材料）で検索

これらの新しいパッケージで必要になる新しい封止技術・材料
＜薄層封止技術・材料＞＜混載封止・4D実装－3D材料＞とはどのようなものか？
半導体パッケージ技術に精通する著者が解説します。

現在のパッケージング技術確立までの開発経緯から
先端PKGが抱える課題の解決のための封止技術・材料の開発指針まで早掴み！

EB022（半導体パッケージ）で検索

ebook対応

半導体チップの保護に用いられる封止材とその周辺材料では、先端パッケージのFOWLP/FOPLPや、セキュリティの観
点から重要性が高まる回路基板（複数部品）、高発熱パワーデバイスに対しては、既存材料のカスタマイズではなく新た
な発想に基づいた新規材料による対応が必要になりつつあります。本書ではこれらの新規技術について解説します。

～FOWLP・FOPLP／混載部品／車載用パワーデバイスで今後求められる
　パッケージング用材料とは～

EB052a（半導体パッケージ2）で検索

ebook対応
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生体・バイタルデータを活用することで私たちの生活はどれだけ豊かになるでしょうか？
　〇バイタルの状態に合わせて空調・照明機器が自動でコントロールできたなら。
　〇ドライバーの体調異変や居眠りを検知・警報し、気づかせることができたなら。他

〇取得した生体データの応用開発から見えたその有用性と課題
〇応用開発から見えたセンシング技術・デバイスに求められるものとは

M035（生体データ）で検索

市場拡大が期待されるIoT/トリリオンセンサの自立電源として必須の環境発電
～各発電・デバイス技術、市場動向、国内各社の先進的な取り組み事例まで解説～
2010年代中頃までのブームとその鎮静化を経て、見えてきた環境発電ビジネスの方向性とは など

～各種発電技術の仕組み・特徴、市場動向、先進的なデバイス・応用開発事例まで～

M061（環境発電）で検索

新規電子デバイスの開発や、既存製品の小型化・高性能化に立ち塞がる発熱・放熱問題。
電子デバイスの小型化に反比例して増大し続ける熱をどのように輸送し・冷やすのか。
実用技術の進化から、次世代の熱輸送・冷却技術の最新の開発動向を網羅した一冊です。

日進月歩で進化する小型電子デバイスのサーマルマネジメント技術を徹底解説。
～ヒートパイプ、沸騰冷却、磁性流体、電気流体力学（EHD）、表面フォノンポラリトン～

M069（熱輸送・冷却）で検索
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自動車技術

EV化や自動運転等の大きな変革の波、異業種会社の参入、100年ぶりの大変革の時期に対処する！
自動車の心臓部、パワトレ周辺技術の現状と今後の流れを、俯瞰し把握する！
自動車業界、自動車関連会社にとっての今後のビジネス展開へ。

【※本書はセミナー講演録から、加筆修正を加えて書籍化いたしました。】
～自動車パワートレーンの電動化（48V, PHEV, EV等）技術を俯瞰する～

M052（自動車パワートレーン電動化）で検索

低燃費化・快適性向上に向けた熱マネ・空調システム～実用技術、R&D技術の両面から総合解説～
・熱損失低減・早期暖機のためのエンジン部品やエンジンルームの断熱技術
・空調エネルギー低減のための蓄熱暖房、熱駆動型冷凍サイクル等の空調技術　など

～エンジン断熱・暖機， 排熱利用（空調・蓄熱・発電・動力回収）
　駆動源別熱交換器・空調システム， 内外装， PCU・モータ・バッテリー冷却まで～

M054（自動車熱マネ・空調）で検索

情報収集に手間のかかる中国内の調査機関・メディア・関連イベントでの発表など現地情報を元に解説して
います。グラフ・データ等、掲載情報の多くはソース元URLを記載していますので、そこからより詳細な情
報、周辺情報を得られ調査時間の短縮にお役立ていただけます。

～中国自動車市況とバッテリー技術トレンド
　NEV用バッテリーのリユース・リサイクル政策・各社動向・今後のニーズ～

EB035（中国LiBリユース・リサイクル）で検索

ebook対応

LiDARも含めた自動車運転車開発のトレンドから見る市場環境から、各自動車OEMのLiDAR採用例、搭
載数、搭載箇所・レイアウトの傾向、各方式のLiDARの性能・コスト比較、要素技術・コンポーネントの開発
動向、主要なLiDARメーカの開発方針や製品・技術の特徴、生産計画などをまとめました。
市場拡大が確実視される車載LiDARおよびセンサシステムの現状と今後の展望把握にお役立てください。

～普及期に入ったLiDARの車載応用、量産車での搭載動向～
～要素技術の概要、主要企業の製品情報・開発動向～

M084（車載用LiDAR）で検索
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M081（グリーン燃料・化学品）で検索

～グリーン水素/CO2回収/アンモニア合成/
　バイオメタン・LPG・エタノール/グリーン液体燃料・e-fuel/
　バイオナフサ・化学品製造技術の動向とコスト試算例～
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従来の開発研究・技術のニーズに応える劣化解析・安全性評価から、新しい測定・評価・シミュレーション
解析などの解説や科学情報を網羅。また、LIBの安全使用に関する各種の法規制についても紹介。LIB分野
の全体を把握し、今後の開発に役に立つ先導的な要素を兼ね備えた一冊。

◆ リチウムイオン二次電池の 「劣化解析」 「安全性評価」 を徹底解説した１冊 ◆
～性能を最大限に引き出し、且つ安全に使うための製造・各種評価・法規制・制御例～

M032（LIB信頼性）で検索

負極材料別の各種金属空気二次電池の特徴・課題から、正極・電解質など部材毎の開発事例と高機能
化、電解質の種類によるセル形状の検討や機能最大化のためのスタック構造の設計、マテリアルズインフォ
マティクス（MI）を活用した電池材料の網羅的探索まで、専門家による解説を幅広く掲載しています。

“究極の二次電池” 世界が注目する次々世代電池の開発動向に迫る
～Li / Zn / 水素吸蔵合金 / Al / Fe 各電池の高機能化、セル・スタック、MIによる探索～

M067（空気二次電池）で検索

燃焼排ガスや大気中からCO2を分離・回収する各手法の技術的整理とプロセスへの適用およびそのコスト、高
度な分離・回収に寄与する材料技術を解説。また、海水電解やコンクリートなど炭酸塩鉱物としてのCO2の固定
化など持続的な貯留技術を紹介。カーボンリサイクル技術として、メタネーション・プラスチックなどへの変換、
人工光合成や炭酸塩鉱物化、施設園芸・植物工場での利用までその技術開発動向を幅広く解説します。

◎CO2を分離・回収する要素技術開発、各手法の技術的整理とコスト、期待される材料と新規プロセス
◎回収したCO2を資源として有効に活用するために、期待される用途・分野の技術開発動向と応用展望

M077（CO2分離回収・有効利用）で検索
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ebook対応

次世代ディスプレイ技術として存在感を高め、実用化へと着実に歩を進めるマイクロLED。本書では世界の
主要なプレーヤ企業の動き、技術概要、調査会社の発表や中国メディアの報道、中国のMicro-LED Display 
Summitのレビュー等を幅広く解説し、本業界の動向を速習することのできる一冊です。

～企業動向、技術課題、市場・応用展望まで、最新情報・トレンドを解説～

EB030（マイクロLEDトレンド）で検索

ebook対応

～大型ディスプレイから民生用TV・PC・車載用途・AR/VRデバイスへ～
マイクロLEDの市場外観とプレーヤー動向、微細化によるLED素子の発光効率の低下や赤色発光強度、モ
ノリシック集積、色変換などの要素技術、製造プロセス・装置の進展、海外スタートアップ動向まで、幅広く
解説します。

～TV・PC・車載・AR/VRデバイス等、用途毎の市場・企業動向～
～マイクロLEDディスプレイ普及に向けた材料・製造プロセス技術の進展～

EB045a（マイクロLED市場・技術）で検索

ebook対応

今後の飛躍が予感されるARスマートグラス。2021年は企業発表が相次ぎ、5Gやメタバースのトレンドとも相
まって、改めて注目を集めました。大手企業からスタートアップまで、多くのプレーヤーが参入し、スピーディ
な開発競争が繰り広げられる中国市場を例に、市場や技術動向、今後の展望を解説します。

～市場拡大・技術開発が進展する中国を例に、業界動向・開発トレンドを解説～

EB055a（中国ARスマートグラス）で検索

本分野にご関心のある方が光半導体とその応用デバイスの概要を知る入口に使える書籍です。目次は以下の通りです。
1章 光半導体の種類 / 2章 光半導体の開発経緯 / 3章 光半導体の用途 / 4章 光半導体のパッケージング技術
（封止技術） / 5章 光学関連部材 / 6章 ディスプレイ用光半導体とそのパッケージング技術 / 7章 高速情報伝
送に関わる光半導体技術

～LED,レーザ,フォトダイオード,光ICなど、光半導体の種類・原理・用途から
　 封止・材料技術、ディスプレイや高速通信など先端応用に関わる開発課題まで～

M080（光半導体）で検索
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ディスプレイ
光学デバイス
光学材料

偏光板・位相差板の基礎・原理から工業的な技術まで解説した初めての入門書です。
初学者の方から、これから光学フィルム分野に従事される方、基礎の再確認にご活用ください。

～偏光板・位相差板とお友達になろう～

M053（偏光板）で検索

ebook対応

SID2019の他、2018年秋～2019年春頃までのディスプレイ技術発表をレビュー。TFT-LCD（有機TFT駆動
フルカラー反射型、ミニLED・QDバックライト他）、OLED（基板・カバーフィルム他機能材料・装置）マイク
ロLED（各種製造技術の例）の他、量子ドットとQD LED、車載ディスプレイの動向を各章で解説します。

～企業動向、技術課題、市場・応用展望まで、最新情報・トレンドを解説～

EB028（ディスプレイ）で検索

ebook対応

製本版と電子版（ebook）のセットで、オフィスでも自宅でも読みやすい形態となっています。
シリーズ4作目の本書はFPDの中でシェアを高めるOLED向けの機能材料・生産技術の開発動向を中心に、
LCDの進化（光配向技術やレーザバックライト、触覚センサ他）、レーザーディスプレイとその周辺技術印刷プ
ロセスによる機能フィルム・デバイスの開発例まで幅広く解説します。EB032a（ディスプレイ）で検索

～フルカラー印刷、【製本版 ＋ 5アカウントまで使えるebook付き】～
～OLED用先端材料・生産プロセス、高精細TFT-LCD、印刷技術等～

ebook対応

注目を集める新規自発光型ディスプレイ技術「μ-LED」。他方式ディスプレイとの比較から理解する
μ-LEDディスプレイの魅力とは？ 量産化に向けてどのような課題があるのか？ 既存技術転用というアプ
ローチの可能性も？ 課題の整理と解決に向けたヒントを示唆する情報を掲載した一冊。

～基礎・量産製造の課題・既存技術適用の可能性
　ディスプレイ以外への応用展望まで光半導体技術者が解説～

EB026（マイクロLED）で検索
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◆ なぜ人は触覚情報を知覚できるか？ メカニズム解明に向けて
◆ 好触感を形成する材料特性と触感の関係
◆ 触覚センサ・触覚ディスプレイとその製品開発事例
◆ 科学的妥当性・高い再現性をもつ触感の定量化・数値化法

～製品に触覚・触感を付与＆再現するための技術集～

M041（狙いどおりの触覚・触感）で検索

ユーザから、自社開発品・サービスはどう思われているか？ 
バイアスをかけずに素直な気持ち・感情・心地を聞き出すアンケート調査とその勘どころ
音響機器メーカ比較：「ユーザの課題の解決や願望を実現する」製品開発の方針と設計での再現例　他

顧客に気に入られる、愛着を持たれるものづくりを！

M049（アンケート設計）で検索

～センシング技術の進展と呼気ガス分析・香り再現・演出等への展開～

M085（匂い・香りの可視化、応用開発）で検索
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全ページフルカラー＆アイテム毎、年代別の掲載によりビジュアル化手法における時代の変遷が一目瞭然！
各アイテムの実験品の使い心地や特徴を分かりやすく伝えるにはどうしたら良いか
実験チームの試行錯誤が詰まった、化粧品開発者様にとって評価法発想の一助けとなること間違いなしの
一冊です。

～化粧品の特徴をお客様へ伝えるためのビジュアル化手法～

P121（実験VOCE）で検索

すぐ使える付録（Excelデータ）付き！
①官能評価記録/解析用シート ②官能評価マニュアル ③品質保証チェックシートebookも無料で閲覧可能！ 
本書では、官能評価の基本へ立ち返り、官能評価を有用に行うためのノウハウをわかりやすく解説します！

～商品開発・品質保証に関わる方のために～

P123（官能評価マニュアル）で検索

ebook対応

著者が長年の研究から得た「こんな場合はどうする？」への対応方法、
「やっておくべきこと、やった方がいいことは？」
「この工程の目的、重要性は？」理解を深めるTIPS。

イチからやさしく理解できるハンドブック
触覚を中心としたヒトの五感を通じて、製品の魅力を高めるために。

EB033a（官能検査入門）で検索

ebook対応
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最新のJP・USP・EP各局方をふまえた試験法と品質基準、医薬品包装への要求特性について、PTP、固形
製剤点眼剤、注射剤等、包装形態別に解説！変化するGMP環境の現状をふまえたバリデーション／クオリ
フィケーション対応や規格の標準化、包装関連のトラブル/対応事例等、恒常的な品質確保に向けた対応を
解説！

～JP・USP・EP比較/包装形態別要求特性/包装バリデーション/品質管理～
～医療現場要求・UD・バイオマス・海外情報～

P133（医薬品包装）で検索

プレフィルドシリンジ製剤を含めたバイオ医薬品に対する需要の拡大に向けて、安定したバイオ医薬品用
PFS開発に参考となるべく各事項を提示。開発にあたって要求される品質事項及び部材や凝集体の抑制/
最小化といった内容を中心に製品開発から市販後対応、タンパク質凝集の研究事例を解説します。

～安定したバイオ医薬品用PFS開発に要求される品質事項及び部材/
　製品の開発から市販後対応、タンパク質凝集の研究事例の紹介～

P138（プレフィルドシリンジ）で検索

マイクロリアクターによるフロー合成の導入からその後の活用に向けて安全面、トラブル対策、AMED、実
例など多くの観点から紹介。同技術の導入と実生産の適用にあたっての「留意点と必要事項」、「設備設計
の方法」、「反応条件の設定」、「プロセスへの適用」「実用化事例」について解説している。また、医薬品
における連続生産の導入に向けて当局から見た規制要件についても言及している。

～事例をふまえた現状と課題 / 不具合を避けるための設備設計～

P143（マイクロリアクター）で検索

2020年6月から施行される食品衛生法、それに伴い導入となるポジティブリスト制度について経緯から規制
内容について解説。米欧の規制や先行してポジティブリストを導入しているアジア各国の制度についても紹
介しております。本改正の検討会委員にご所属、業界に精通された専門家による執筆いただき、同改正に関
連する皆様にとって参考となる書籍。

～日米欧及びアジア各国の規制動向の把握と今後の課題～
～国内のPL制度導入による樹脂/フィルム/インキ/ゴム/金属/接着剤メーカの対応～

P148（改正食品衛生法）で検索
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